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＜連絡事項＞

· 本日、中級試験と院内研修あり。

· 5/27（水）～5/29（金）韓国職員旅行（第2班）あり。
· 6/1（月）までに学術発表のテーマを決め、SGMへ報告すること。
· 今週以降のプログラム内容をまだ入力していない担当スタッフは、早急に用紙に記載すること。

＜外来情報＞

· 下妻　康貴　様～「身体具合は良い」「今週末、ディズニーシーに行く」と話されている。

パセリー菜での仕事は1時間延長するかもしれないと話されている。

· 種本　サハ　様～グループホーム世話人から「乳がん、子宮ガンの検診をしたほうが良いと

言われた」と話されている。担当医も了承している。

· 上川原　豊　様～「頭に湿疹が出来て5/21に通所を休んだ。病院に行かず軟膏をつけている」と

話されている。

· 松川　順子　様～時々悪くなる事があるが通所に行っているとの事。

· 清水　泰雅　様～特に変わりないと話されている。本日は10：15頃通所に来た事を話されている。

· 其田　淑子　様～喫煙後にふらつきがあるとの事で受診されている。担当医より喫煙本数を減らす

ようアドバイスあり。

· 神山　和典　様～右眼痛あり、物の見え方は変わらないと話している。以前、同様の症状の際に

セパゾン（抗不安薬）を処方し改善したとの事で、セパゾン3錠8日分処方となっている。

＜退院療養検討会議報告＞

巴　勇樹　様（30）主病名：統合失調症　　担当医：川端Dr

　　　　　　　　　入院形態：医療保護入院（東病棟）　障害年金2級・自立支援申請予定

　　　　　　　　　退院日：5/30⇒6/14に変更　　初外来日：未定（火or水）

〇退院後について

· 退院後、デイケア週5日利用予定。通所に慣れるまでは父親様の送迎で、徐々にバス通所に移行していくとのこと。

· 隔週土曜日訪問看護、青明舎登録も行う予定で、緊急時（デイケアに来所しない、引きこもり等）のみ対応することとしている。

〇退院に向けて

· 父親様より、本人に対して、①夜間眠れないのではないか、②お菓子を食べ過ぎてしまうのではないか、③デイケア利用を続けることが出来ないのではないか等の心配があるとのこと。外泊中、本人は自室に閉じ篭っており、父親様は本人の生活状況がわからないと話す。

⇒病棟にて、退院後の1日の生活スケジュールを作成し、実践していく。

⇒内服や睡眠について、訪問看護実施時に父親様の前で本人に指導し、父親様にも理解して戴く。

〇病棟での様子

· 煙草を吸いすぎたり、喫煙時間を気にしたりする傾向がある。また、水を飲みすぎてお腹を壊すなど、自己体調管理が出来ていない。

· 他患者様に物を取られ、相手を加減なしに殴るということがあった為、トラブルなど注意が必要。

· 集団プログラムでは自分の思いを表出出来ないことが多い為、本人の話を聞く時は個別で行う方が望ましい。

＜利用者様情報＞

· 巴　　勇樹　様～当院東病棟入院中。本日、病棟スタッフ同伴でデイケア見学を行っている。以前

利用していたということもあり、他メンバーともお互いに話し掛け交流を持っている。1時間半滞在しているが、喫煙要求あり落ち着かないとのことで帰院している。5/30退院予定であったが、家族の都合（兄との折り合いが悪く、同居させたくないとのこと）にて6/14に延期となっている。

· 大久保　律子様～気分転換に外出をすると、1回に4千～5千円使ってしまうとのこと。外出する

にしてもお金を使わないような方法を考えてみるように説明。夫様と話し合い、週5回デイケアに通所し、土曜日は卓球をしに行くことにしたと話されている。

⇒引き続き、金銭管理について確認。本人の疲労や体調を観察し、無理をしないように説明していく。

· 大久保　恒夫様～訪問看護の利用を辞めたいと本人より相談あり。現在、血圧が高値で安定してい

ない為、訪問看護は必要であること説明。本人、納得はしていない様子だが、反論はない。また、本日、気分の高揚さ、表情の硬さみられており、他メンバーやスタッフに対して物を押し付けようとする行為もみられている。落ち着かない理由について尋ねると、「昨日、姉と喧嘩して、イライラして壁を壊した」と話す。壊した壁については、自分で直すとのこと。

⇒妻様と合わせて、金銭管理について確認を行っていく。本人の話を傾聴し、気分転換を図っていく。

· 豊川　明男　様～来所しているが、キッチンスペースにて一人で過ごしている様子が目立っており、

自己臭が気になるとのことで、マスクを着用していることもある。本人、以前対人関係について病状が悪化したことを理解している為、なかなか集団に入っていくことが出来ないとのこと。現在、週3日利用（火・水・金）、本人の体調に合わせて無理のないように参加して戴いている。

⇒孤立しないようにスタッフから声かけをし、徐々に集団に溶け込めるように接していく。

· 今野　容子　様～青風荘より、低血糖時（60mg/dl以下）は必ずブドウ糖を摂取して戴くように説

明あり。本人、ブドウ糖摂取を拒否するが、青風荘情報提供すること本人に説明し、摂取して戴くようにすること。

· 田中　　一　様～陰茎（亀頭）に発赤があるとのことで、本日、佐々木泌尿器科受診し、採血を行

ってきたとのこと。

· 其田　淑子　様～収縮時血圧90～110mmHgだが、眩暈を訴えあり。気になるようであれば明日

の受診時に担当医へ相談するように説明すると、本人は本日受診している。担当医より、喫煙をやめるように説明されたとのこと。

· 北村　奈美　様～本日、本人より架電あり。デイケアメンバー（田向玲美様）の存在がストレスな

ので、デイケア通所したくないとのこと。母親様に本人が相談したところ、「無視すればいいでしょ」「はっきりと嫌だってしゃべればいい」と言われたとのこと。以前、本人が相手にそのように対処したところ、お互いに気にして体調を崩してしまったことがあった為、本人はその対処法は出来ないと話す。スタッフより、SSTで相談したり、通所日を変えたりしたらどうかと提案すると、他の曜日の予定を崩したくないとのことで、本人拒否。来所の際、相手を無視するのではなく、話し掛けられたら適当に相づちを打って受け流してはどうかとスタッフより提案している。










